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飛行機から地球温暖化沈んでしまうと言われている

マーシャルの環礁が見えます。数十キロも続いてい

ます。海抜は2mくらいでところどころに椰子の木など

がまだ残っています。 

マーシャルの首都マジュロに到着して、悪天候で一

日待たされましたが、小型風力発電機、太陽光発電

機、その他の機材を、コンテナから車に、そして船に

積み込んで、目指すティナック島に出発します。長さ

10mくらいの1.5トンの船で、機材を全部積み込める

かと思うほどの小さな船でした。何とか積み込んで出

発です。 

船の先頭に乗っていますのは、今回現地でお世話に

なったエネルギー技師のティアンセンさん、その手前

は麻生さん、右手が小松さん、一番手前が、みどりさ

ん、水深3000mの外洋を航行中です。水の色は吸い

込まれるような深い青色です。前日は、すごい嵐で

船が前に進めなかったらしいです。水平線しか見え

ないところにいますと、私がこの海に落ちても、海に

とっては何の存在感もないなって思いました。 

ASPA MARSHALL ISLANDS PROJECT REPORT 

ASPA MEMBER masaaki shibata 

 今回のマーシャル諸島・草の根 ODA に参加しま

した柴田政明です。マーシャル諸島には、風力発

電、太陽光発電装置、計測装置を設置しにいきまし

た。マーシャル諸島は、きれいな空気、きれいな夜

空、自然が一杯でした。地元の方々からも歓迎して

いただきました。ASPAの方々とともに良い思い出が

出来ました。少しマーシャルの雰囲気を書かせてもら

います。 

海原に出るとますます張り切る松村キャプテンです。

海のこと、ヨットのことなどを話して頂いて、少年のよ

うなニコニコ顔は素敵でした。いつも細かいことを仕

切ってくれる浜崎さんもおおはしゃぎ、日本にいると

きと違うな？一番前はいつも冷静な上岡さんです。Ａ

ＳＰＡの中心メンバーはこうしてバランスを取っている

のですね。とても良い感じでした。これから、マジュロ

を後に外洋に出ます。  
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途中の島で小休止。椰子の木陰で一服でした。こん

な自然がまだあるんだなって感じたひとときでした。

向こうに見えるのは環礁の反対側です。距離は 50ｋ

ｍはあるかな？ということは直径５０ｋｍの環礁って

いうことになります。その真ん中は結構深いんです

よ。ですから、大型船が非難に来るんですよ。 

またまた、外洋に向けて出発！同じような島がたくさ

んあります。映画に出てくるような無人島がたくさん

ありました。漂流したらあそこで生活できるかなって

ふと考えていました。ひょっとしたら、金髪の美人が

漂流しているかもって、また、想像力豊かな自分に

感心していました。 

ティナック島に到着です。約 3時間の船旅でした。現

地の方々が出迎えに来てくれました。浅瀬なので、

現地の方がサンゴ礁の合間をぬって、船を引いて誘

導してくれました。岸まで 20mくらいまで接近してそ

こからはみんなでバケツリレーで機材を運びました。

機材運びは結構大変でした。岸まで運んでから、ま

た、風力の設置場所まで 100mくらい手運びです。 

いよいよ、風力、太陽光設置プロジェクトの開始で

す。これから、しばらくはキャンプ生活です。飲料水

は少しは持っていきましたが、基本的には水は雨水

です。校舎の屋根から取った雨水タンクから、小松さ

んが水浴び中です。前日まで嵐だったので、水はた

くさんありました。工事は、先発隊が、基礎とタワーを

設置していたので、私と麻生さんとはタワーの上に

風力発電機と太陽光発電装置を設置します。 

地元の方々からの歓迎を受けてたくさんのご馳走の

差し入れでした。歌と踊りつきの大歓迎は嬉しかった

です。椰子のみのジュース、パンのみ、ココナッツミ

ルクで味付けした料理の数々、とても美味しかったで

す。先程まで足リ回っていた鶏がいなくなったなって

思えば、そのままの姿が食卓にのっていました。な

んともいえない気分でしたが、ありがたく美味しく頂き

ました。人間とはこういうもんだとすぐに納得、順応

性の高い自分にまた感心しました。 
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現地の子供たちです。みんなきれいな目をしていま

した。「椰子の木にのぼれる？」って聞いたら、「そん

なの簡単だよ！」ってスイスイ登ってくれました。降り

てきたら、今度は私に「登って見て！」って言われま

したので、一瞬、躊躇しましたが、チャレンジしまし

た。足がかかりやすいように所々に切り目が入れて

あるのですが、内股に力を入れなくてはいけなくて、

５ｍほど登るのが精一杯でした。何とか子供たちに

許してもらい降りてきた始末、「自分の体くらいは自

由に動かせないと」と改めて感じた時間でした。 

 

風力発電機、太陽光発電装置を、タワーの上に設置

しました。あとは制御システムに連係です。それと同

時に配線を学校と神父さん、校長先生の部屋にもつ

なぎますので、みんなで土木、配線工事です。子供

たちも手伝ってくれて大助かりでした。完成前のタワ

ーはもの干し竿にも活用？雨が降ってしけたシュラフ

は大変でした。 

学校の屋根の向こうに風車が見えます。もう一がん

ばりで校舎に灯りがともります。 

楽しい夕食です。美味しいスープ、カレー、なんと焼

きとりまで、わがままな男性チームに美味しい料理を

つくってくれた女性陣に感謝です。持っていったイン

スタントラーメン、カロリーメイトは手付かずでした。

明日もしっかり働かねばと言いながら、夜遅くまでエ

ネルギー飲料？（アルコールとも言う）を飲んでいま

した。ティナック島は「禁酒の島」なんです。 

現地について四日目に風力、太陽光発電システム

が完成しました。風力発電は最高出力600ｗ×2 機、

太陽光パネルは 55Ｗ×4 枚のシステムです。これ

で、学校の教室の電灯と神父さん、校長先生の部

屋、電動工具が、一台使用できます。あとは、風しだ

いです。設置してからは、48 時間、まわりっぱなしで

した。 
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神父さん、校長先生、先生方、村の方々にお披露目

です。親切に説明する私と麻生さんでした。浜崎さん

が、細かいところは正確に通訳してくれて大助かり、

左端のカメラマンは小松さん、その次に顔が見える

のが神父さん、一番手前が、技術をよくしっている先

生です。 

教室に電気が灯りました。一応、きちんと省エネ球を

選定していきました。昼間ですが、電気のないところ

なので結構明るかったです。配線、配管は、黒住さ

んが、大活躍、玄人よりも、玄人らしい、素人でした。

このあと、子供たちがなだれ込みました。 

子供たちに電気のお披露目です。興味深そうに教室

にはいる子供たちでした。しろいタオルを頭に巻いて

いる黒住さん、昼間は本当に暑く、風がなければ仕

事にならないです。雨が降るとみんな雨にあたってシ

ャワー代わりです。お風呂はないですから、雨水で

体をあらうか、海に入ったりして、そのままでいるか

の生活です。用を足すのもトイレはひとつあります

が、みんな海で、自然に帰していました。 

完成した風車良いでしょう。小さな風車ですが、マー

シャル諸島では、初めてなんです。今回は、風力、太

陽光の実証データを取るために小型風力、太陽光発

電システムを設置しました。また、三ヵ月後に、発電

量、風況データを回収して今後の展開の基礎データ

にします。小型ですが、風がよく吹くところでは、集落

にいくつかつくるほうが良いなって感じました。小型

風車なら教えれば自分たちで直せますからね。 

 

ティナック島を後に、マジュロに向かいます。この島

ではたくさんの思い出が残りました。大きなシャコガ

イをとったり、竿は持っていきましたが、針がなく、釘

から針を作ったり、空き缶を利用してルアーを作った

り、思わぬモノづくりを体験しました。みんなで潜った

海もとてもきれいでした。朝方、岸のあたりを悠々と

泳ぐマンタは、優雅でした。また、来ますね！ 
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今回のマーシャル諸島は、すごく良い体験をさせて

いただきました。私は、日本では、環境・自然エネルギ

ーの仕事をしています。マーシャル諸島は、地球温暖

化で沈んでしまうと言われている島です。しかし、現地

の方々はそんなに気にしなく暮らしています。でも水位

は少しずつ変化していきます。どうしたら良いのでしょう

か？ 

マジュロでは、日本大使館の林大使さん達、マーシ

ャルの資源・開発大臣シルクさん達と皆さんで最後の

夕食をともにしました。一緒に来られた次官のミューラ

ーさんが、「今回のプロジェクトはとても小さなプロジェ

クトです。しかし、このプロジェクトは小さなプロジェクト

ですが、とても重要な、とても大きな意味のあるプロジ

ェクトです。これから、未来に向けて、私達は自然エネ

ルギーを推進していきます。」と言われました。日本の

電力会社にレクチャーを受けていたウィルバーさんも、

ＡＳＰＡのメンバーが来るので一旦マジュロまで帰国し

てくれました。彼も「日本の電力会社は原子力を進めま

すが、私達は自然エネルギーを推進していきたい。」と

話していました。シルク大臣は、これからは自然エネル

ギーで島々を自給しますと言われました。現在、ソーラ

ーを使った島々の電化プロジェクトが進行中です。 

経済大国日本は、自然エネルギーはペイしないと言

っています。開発途上国・マーシャル諸島は、自然エネ

ルギーを推進すると言っています。どちらが、本当に経

済的なのでしょう。 

ティナックの方々はそんなに仕事をしていなかったよ

うです。日本の方々は一生懸命に働いていますよね。

人の仕事まで奪い取って仕事をする日本、ティナック島

では、人の仕事までする人はいなかったです。人が困

っていたり、頼まれれば、すっと手を貸してくれます。本

当の経済って何でしょうか。そういえば、ティナック島

は、一割くらいのドルしか使っていないそうです。後は

物々交換だそうです。必要なときに助け合う。あとは自

然の中でニコニコ暮らしているティナック島の人々が何

か羨ましく思えた旅でした。 

マジュロのホテルで食事 

空港でのＡＳＰＡメンバー 

海岸線がきれい、でも、いつかは沈ん

でしまうのでしょうか？ 

マーシャルを後に 

最後に 
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